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〈審議の経緯〉 

 

平成１５年８月１日  厚生労働大臣から遺伝子組換え食品等の安全性の審査に

係る食品健康影響評価について要請、関係書類の接受 

平成１５年８月７日  第６回食品安全委員会（事項説明） 

平成１７年９月１２日  第３１回遺伝子組換え食品等専門調査会 

平成１７年９月２１日  遺伝子組換え食品等専門調査会座長から、食品安全委員会 

委員長へ報告 

  平成１７年９月２２日        食品安全委員会委員長から厚生労働大臣に通知 
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「ワタ２８１系統とワタ３００６系統を掛け合わせた品種」に係る食品健康影響評価に関

する審議結果 

 

 

申請品種名：「ワタ２８１系統とワタ３００６系統を掛け合わせた品種」 

性   質：チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性 

申 請 者：ダウ・ケミカル日本株式会社 

開 発 者：マイコジェン・シード／ダウ・アグロサイエンス社 

 

１．申請品種の概要： 

申請品種については、チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性の形質が付与された

２系統を従来からの手法で掛け合わせたものである。掛け合わせる前のワタ２８１系統、ワタ３

００６系統の各系統については、平成１７年８月１８日に食品安全委員会における食品健康影響

評価は終了しており、いずれもヒトの健康を損なうおそれはないものと判断されている。 

 

２．食品健康影響評価結果： 

① 挿入された遺伝子によって宿主の代謝系に影響なく、チョウ目害虫抵抗性及び除草剤耐性の

形質が付与されている品種同士の掛け合わせである。 

ワタ２８１系統及びワタ３００６系統のそれぞれに導入された cry1F (synpro：synthetic 

products の略。以下同じ。)遺伝子及び cry1Ac (synpro)遺伝子により産生される Cry1F(synpro)

タンパク質及び Cry1Ac(synpro)タンパク質は酵素活性を持つことは知られておらず、また、

両系統に導入された改変 pat 遺伝子により産生される PAT タンパク質は、グルホシネートをア

セチル化する酵素であるが、高い基質特異性を有しているため、植物代謝系に影響を及ぼす可能

性はないと判断される。したがって、掛け合わせにより、発現タンパク質が植物の代謝系に影響

を及ぼす可能性はないと判断される。 

 

② 亜種レベル以上の交配ではない。 

ワタ２８１系統及びワタ３００６系統は、いずれも Gossypium 属 hirsutum 種であり、同属

種である。 

 

③ 摂取量・食用部位・加工法に変更はない。 

    ワタ２８１系統とワタ３００６系統と、それらを掛け合わせた品種において、摂取量、食

用部位、加工法等の利用目的ならびに利用方法に変更はない。 

 

   以上、①～③の結果から、「ワタ２８１系統とワタ３００６系統を掛け合わせた品種」につ

いては、「遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の考え方」（平成１６年１月２

９日 食品安全委員会決定）に基づき、安全性の確認を必要とするものではなく、その安全性

に問題はないと判断される。 




